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郵便事業を後退させ｢不動産用地｣に転用する施策となるのか
東京でも郵便内務事務の拠点集約

単
な
る
副
業
で
は
な
い｢

不
動
産
事
業｣

今
年
二
月
、
会
社
は
中
期
経
営
計
画

を
初
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
で
も
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

当
然
こ
れ
は｢

投
資
家｣

に
対
す
る
ア
ピ

ー
ル
の
意
味
も
あ
る
も
の
で
す
が
、
こ

こ
に
驚
く
べ
き
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。

頁
に｢

不
動
産
事
業
を
グ
ル
ー
プ

12

の
長
期
的
・
持
続
的
な
収
益
の
柱｣

と
し

て
位
置
づ
け
、
「
郵
便
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
再
編
、
社
宅
集
約
等
に
よ
り
、
新

た
に
生
じ
た
未
利
用
資
産
を
不
動
産
事

業
に
活
用
」
す
る
と
あ
り
ま
す
。

不
動
産
事
業
を
単
な
る
副
業
で
は
無

く｢
収
益
の
柱｣

と
し
て
位
置
づ
け
た
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
共
に
、｢

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
再
編｣
に
よ
っ
て
未
利
用
資
産
が
新

た
に
生
じ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と

も
、
ま
た
重
要
で
す
。

旧
電
話
局
窓
口
に
テ
ナ
ン
ト
を
入
れ

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
、
東
京
を
素
通
り
す
る
路

線
を
作
り
地
方
の
車
両
基
地
に
集
約
さ

せ
再
開
発
を
狙
う
Ｊ
Ｒ
と
同
じ
よ
う
に

継
承
さ
れ
た
資
産
を
不
動
産
転
用
し
て

行
わ
れ
る
事
業
で
あ
り
、
会
社
は
こ
れ

を｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編｣

と
結
び
つ
け

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
す
。

労
働
条
件
や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
が
郵
便

事
業
の
収
益
性
の
犠
牲
と
さ
れ
る｢

合
理

化｣

は
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

道
順
組
立
を
地
域
区
分
局
へ
集
約

こ
の｢

集
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編｣

は

単
に
高
速
道
路
の
近
く
に
メ
ガ
物
流
局

を
作
り
地
域
区
分
事
務
を
移
管
さ
せ
る

だ
け
の
施
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

機
械
集
中
処
理(

一
部
取
集
も)

を
一

般
局
か
ら
地
域
区
分
局
に
集
約
す
る
施

策
で
、
一
般
局
を
配
達
す
る
だ
け
の
拠

点
と
す
る
の
で
す
。

既
に

地
域(

富
山
西
局)

と

･

93

33
34

地
域(

新
岩
槻
局)

で
先
行
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ

地
域
で
は(

旧
郵
産
労
千
葉

27

時
代
に
、｢

千
葉
北
Ｉ
Ｃ
付
近
に
新
局｣

と
い
う
話
が
若
干
出
て
い
た
に
し
ろ)

具
体
的
計
画
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
水
面
下
で
は

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、

内
務
で
は
茜
浜
や
松
戸
南
の
時
同
様

に
、
雇
用
調
整
等
の
大
き
な
問
題
が
生

ま
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
浦
安
局
や
市

川･

松
戸
南
な
ど
近
隣
局
で
取
集
め
た

郵
便
も
わ
ざ
わ
ざ
新
局
ま
で
送
り
、
２

パ
ス
道
順
組
立
の
後
浦
安
局
に
戻
す
わ

け
で
、
郵
便
の
速
達
性
は
ま
す
ま
す
後

退
し
ま
す
。

さ
ら
に
新
岩
槻
管
内
で
は
、
都
市
部

で
も
ゆ
う
ゆ
う
窓
口
の
深
夜
営
業
廃
止

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。
深
夜
作
業
も
丸
ご
と
新
岩
槻
に
移

管
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

(

裏
面
へ)

し
か
し
な
が
ら
、
民
営
化
の
流
れ
の

中
で
郵
便
事
業
単
独
の
収
益
性
に
お
い

て
は
非
合
理
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も｢

収

益
の
柱｣

た
る
不
動
産
事
業
と
天
秤
に
か

け
て
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
単
な
る
合
理

化
と
は
違
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
行

わ
れ
て
い
る｢

集
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再

編｣

を
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。日本郵便不動産部が｢メルパルク福岡｣跡地の分譲マ

ンション事業などを紹介する社内報(｢郵政｣８月号)

ＮＴＴ東日本船橋ビル(千葉西支店)
の窓口跡は労金の店舗となった。
奧に見えるのは船橋郵便局。
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東
京
を
挟
む
の
は
都
市
と
山
村
の
対
象
的
な
風
景
で
す
。

東
側
は
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
計
画
で
公
有
地
払
下
げ

が
行
わ
れ
、
特
別
区
へ
の
通
勤
率
は
約
五
割
に
の
ぼ
る
浦
安
市
で
あ

る
一
方
、
西
側(

丹
波
山
村
、
小
菅
村
、
一
之
瀬
高
橋
地
区)

は
都
が

た

ば

や
ま

こ

す
げ

管
理
す
る
水
源
林
で
占
め
ら
れ
た
村
々
で
す
。

東
京
の
集
配
統
合
を
考
え
る
時
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
一
方

の
山
梨
県
に
お
い
て
公
社
時
代
、
例
え
ば
広
大
な
早
川
町
を
郡
も
違

う
二
つ
隣
の
市
川
三
郷
町(

峡
南
局)

に
統
合
す
る
な
ど
、
自
治
体
を

越
え
た
凄
ま
じ
い
集
配
統
合
が
既
に
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
山
梨
県
で
は
右
に
掲
げ
た
通
り
集
配
局
は
四
八
局
か
ら
二
四
局

に
半
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
殆
ど

年
に
無
集
配
化
さ
れ
た

06

の
で
す
が
、
こ
の
時
の
先
駆
け
的
に

年
３
月
に
無
集
配
化
さ
れ
た

04

の
が
東
京
に
近
い
上
野
原
市
の
西
原
局
で
し
た
。

さ
い
は
ら

㎢面積( ) 人口(人) 統合前 統合後
丹波山村 101.55 595 丹波山局 丹波山局
小菅村 52.65 706

西原局
上野原市 170.65 25461 上野原局 上野原局

秋山局
鳥沢局
猿橋局

大月市 280.30 25980 大月局 大月局
市川市 56.39 471873 市川局 市川局

行徳局
浦安市 17.29 163114 浦安局 浦安局

(
表
面
か
ら)

こ
う
し
た
中
、
い
よ
い
よ
会
社

は
本
格
実
施
に
あ
た
る
東
京
エ
リ

ア
の
大
ま
か
な
計
画
と
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

中
央
本
部
に
７
月

日
情
報
提

22

供
が
あ
っ
た｢

東
京
エ
リ
ア
に
設
置

す
る
新
拠
点
に
つ
い
て｣
で
は
、
埼

玉
県
和
光
市(

和
光
北
イ
ン
タ
ー
地

域
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区

街
13

区)

に
東
京
エ
リ
ア
の
新
局
を
設
置

し
、
東
京
を
三
局
体
制
に
す
る
と

共
に
、
既
存
の
地
域
区
分
局
で
も
、

内
務
集
中
処
理
と
機
械
化
を
図
っ

て
い
く
計
画
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
３
月
３
１
日
新
局
竣
工
、

内務集中処理が計画された16～18地域
１６地域 新宿局/落合局/牛込局/新宿北局/

中野局/中野北局/杉並局/荻窪局/杉並南局
１７地域 豊島局/板橋局/板橋北局/板橋西局/

練馬局/石神井局/大泉局/光が丘局/
１８地域 武蔵野局/三鷹局/調布局/小金井局/

国分寺局/小平局/西東京局/東村山局/
国立局(※)/武蔵府中局(※)

(※)現在の１８～２０地域管轄となる東京多摩局は府中市に
あります。
この府中市や隣の国立市は現行の１８地域にあたります

が、会社情報提供参考資料の地図上ではなぜか再編後の
エリアに組み込まれていません。説明は書かれていないませ
んが、両都市は引続き東京多摩局である可能性もありか？

狙われる東京の集配局-その｢両隣｣で起こったこと

５
月
上
旬
に

～

地
域
の
ゆ
う

16

18

パ
ッ
ク
地
域
区
分
事
務
移
管
、
８

月
下
旬
に
郵
便
物
地
域
区
分
事
務

移
管
。
郵
便
物
区
分
事
務
移
管
後
、

内
務
事
務
の
集
中
処
理
に
つ
い
て

順
次
開
始
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

内
務
集
約
は
集
配
集
約
に
も
繋
が
る

し
か
し
な
が
ら｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

再
編｣

に
よ
る
内
務
集
約
は
一
般
局

郵
便
部
の
要
員
問
題
に
留
ま
ら
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
区
分
機
自
体

が
無
く
な
る
の
で
都
市
部
に
お
い

て
も
統
廃
合
は
よ
り
容
易
に
出
来

る
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
冒
頭
の
通

り｢

不
動
産
転
用｣
も
含
め
て
考
え

て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
集
配
局
統

合
に
も
繋
が
る
も
の
で
す
。

西
原
地
区
か
ら
上
野
原
市
街
へ
至
る

棡

原
ま

ゆ
ず
り
は
ら

で
の
主
要
地
方
道
は
所
々
で
離
合
も
必
要
な
山

道
。
距
離
も
標
高
差
も
あ
り
ま
す
。
配
達
社
員
も

不
在
郵
便
を
取
り
に
行
く
利
用
者
も
大
変
で
す
。

上
野
原
市
の
面
積
は
浦
安
の
約
十
倍
に
も
関

わ
ら
ず
、
大
月
市
の
約

％
や
小
菅
村
の
鶴
峠

57

以
南
ま
で
上
野
原
局
の
配
達
と
な
り
ま
し
た
。

大
月
局
は
残
り
ま
し
た
が
、
民
営
化
時
に
は
普

通
局
に
も
か
か
わ
ら
ず
丹
波
山
と
共
に
上
野
原

支
店
の
集
配
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
東
側
の
浦
安
局
で
も
行
徳
の
集
約
で

一
二
二
区
を
抱
え
る
マ
ン
モ
ス
局
と
す
る
統
合

を
、
奇
し
く
も
新
岩
槻
で
集
中
処
理
が
始
ま
る

翌
月
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
都
市
型
集
配
統

合
の
先
駆
け
的
事
例
と
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

★＝上野原市西原地区

(↑)郵便番号簿
左が平成１１年版
右が平成２５年版


